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事業者の名称、対象事業の名称及び目的

事業者の名称 ： 株式会社上総安房クリーンシステム

対象事業の名称 ： 第２期君津地域広域廃棄物処理事業

対象事業の目的：

・ ７自治体（※）等のごみを安全、衛生的かつ広域、経済的に処理する
【処理対象】

① 7自治体から排出される一般廃棄物
② 7自治体が条例で受け入れている産業廃棄物
③ 日本製鉄㈱東日本製鉄所君津地区（以下、製鉄所）から排出される

産業廃棄物（廃プラスチック類）・一般廃棄物

※木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市・鴨川市・南房総市・鋸南町

・ ごみの持つエネルギーを有効に活用できる
資源循環型廃棄物処理施設を整備することにより、
循環型社会への貢献を目指す

方法書P2-1
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事業スケジュール

2020年 10月～2023年 3月 環境影響評価

2023年 9月 ～2027年 3月 建設工事

2027年 4月 ～2047年 3月 運営

（2026年度末で事業終了）

かずさ
ｸﾘｰﾝｼｽﾃﾑ
(参考）

2020 2021 2022 2023年度

（令和2年） （令和3年） （令和4年） （令和5年）

2026 2027～

本事業

2024 2025
（令和6年） （令和7年） （令和8年） （令和9年）

試運転

プラント工事

環境影響評価
造成・土木・建築工事

運 営

事業契約
▼
10月

完成
▼
3月

運営期間

解体工事
～2028年度
（令和10年）

▼
9月

▼
2月

▼
8月
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図表出典：事業説明会資料（※）

※事業説明会とは2020年6月に７自治体が開催した説明会のこと



対象事業の背景 方法書P2-1,2-9～10

◆現在（君津地域広域廃棄物処理事業（第１期事業））

①木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市（君津地域４市）から排出される一般廃棄物

②各市が条例で受け入れている産業廃棄物

③製鉄所から排出される廃棄物

⇒2002年より第３セクターの「株式会社かずさクリ－ンシステム」で中間処理

◆広域ごみ処理事業の構築

・第１期事業が2026年度に事業終了するため、新施設整備の基本構想策定

・鴨川市、南房総市、鋸南町（安房地域2市1町）の本事業への参加

⇒7自治体による更なる広域ごみ処理事業へ

◆ＰＦＩ事業方式の採用

・民間の資金、経営能力、技術的能力を活用するＰＦＩ事業方式を採用

・日鉄エンジニアリング㈱グループを事業者に選定し、事業契約を締結

⇒「株式会社上総安房クリーンシステム」（7自治体・民間4社出資）を設立、

環境影響評価、施設建設、運営・維持管理等を行う
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事業スキーム比較

7

図表出典：事業説明会資料等

7自治体

㈱上総安房
クリーンシステム
（富津市）

日鉄エンジ
ニアリング㈱

日鉄環境プラ
ントソリューシ

ョンズ㈱

金融機関

出資者 出資比率

4市 36％

日鉄エンジニアリング㈱ 49％

㈱鹿島環境エンジニアリング 8.9％

㈱市川環境エンジニアリング 6.1％

出資者 出資比率

7自治体 35％

日鉄エンジニアリング㈱ 49％

鹿島建設㈱ 9%

㈱広築 5％

㈱市川環境エンジニアリング 2％

日本
製鉄㈱

4市

㈱かずさ
クリーンシステム
（木更津市）

金融機関

日鉄エンジ
ニアリング㈱

日鉄環境プラ
ントソリューシ

ョンズ㈱

建設・運営・維持
管理を発注 融資

建設・運営・維持
管理を発注 融資

アセス・建設 運営・維持管理 用地賃貸借
建設 運営・維持管理



対象事業の種類の細分 ： 廃棄物溶融施設の設置

対象事業実施区域の位置 ：

富津市新富21番3の一部

区域の面積：40,509㎡

対象事業の規模 ： 処理能力 486t/日

（可燃ごみ等の処理：162t/日×3炉）

参考１） 第１期施設（株式会社かずさクリーンシステム）の規模
処理能力450t/日 （100t/日×2炉、125t/日×2炉）

対象事業の種類の細分、規模等 方法書P2-1,2-5,2-11～12

参考２） 処理能力算定根拠として、以下データより将来ごみ量を推計
①君津地域4市：将来推計人口（2016.12「（仮称）木更津市火葬場整備運営事業基本構想」）

1人1日あたりの排出量目標値等（各市一般廃棄物処理計画等）
②安房地域2市1町：安房郡市広域市町村圏事務組合ごみ処理基本計画
③製鉄所から排出される一般廃棄物、産業廃棄物量
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対象事業実施区域の位置（広域） 方法書P2-2～3

1km

2km

3km

4km

対象事業
実施区域

富津市

君津市

対象事業実施区域周辺図
及び実施区域からの直線距離

広域図 9



Map data@2020 Google

対象事業実施区域の位置（詳細）

南側 日本製鉄㈱技術開発本部、
リサイクル工場

北側 産業廃棄物最終処分場
（千葉県まちづくり公社）

東側 資材置場

西側 火力発電所
（㈱JERA）

富津市の住宅街とは
1.4ｋｍ以上離れている
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対象事業実施区域の位置（詳細）

◆対象事業実施区域の概況

・千葉県が1978年に海面埋立
1985年に千葉県から新日本製鐵㈱
（現 日本製鉄㈱）へ払い下げ

・実施区域及びその近傍は工業専用地域

・1991年頃から資材置場として利用
（使用済み自動車置場・鉄構製品置き場、

有害物質の取り扱いなし）

・日鉄エンジニアリンググループの
提案に基づき７自治体が選定
所有者の日本製鉄㈱より賃借し使用

方法書P2-4関連

施設が設置される部分（28,184㎡）

掘削土を仮置きする部分（12,325㎡）※

11
※白枠部は工事期間中のみ、掘削土仮置の他、

仮設事務所、資材置き場として使用



土地利用計画

・工場棟、管理棟、ストックヤード棟（約２８％）、
駐車場・管理道路（約４５％）、緑地（約２６％）を配置する

・工場棟・管理棟の高さは42.5m
・煙突高さは５９ｍ（外筒1基、内筒3基（1炉1基×3）、第1期施設は40m）

施設配置図（案）

方法書P2-5～2-6、2-13
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廃棄物処理施設の概要

処理対象物 処理対象物の内容

可燃ごみ

（燃やせるごみ）

台所ごみ、紙くず、繊維、革、ゴム製品、
プラスチック・ビニール製品、草・小枝・落葉等

製鉄所から排出される事業系一般廃棄物

粗大ごみの破砕残渣

粗大3品目 畳、ベッドマットレス、布団

不燃残渣 中間処理施設から排出される不燃残渣

し渣、脱水汚泥 し尿処理施設からのし渣、脱水汚泥等

産業廃棄物
７自治体が条例で受け入れている産業廃棄物

製鉄所から排出される産業廃棄物（梱包用廃プラスチック類）

動物の死がい ７自治体が搬入する動物の死がい

方法書P2-7,2-11

処理方式： シャフト炉式ガス化溶融炉（第１期施設と同様）
新たに低炭素型シャフト炉を採用 13



区分
計画処理量

（t/年）

可燃ごみ
（燃やせるごみ）

一般廃棄物
（製鉄所から排出される事業系一般廃棄物720t/
年を含む）

109,383

粗大3品目 289

産業廃棄物
7自治体が条例で受け入れるもの 342
製鉄所から排出されるもの 1,800

計 111,814

不燃残渣 1,857

し渣、脱水汚泥 4,424

合計 118,095

注1） 7自治体から排出される廃棄物は、合計で115,575t/年
注2） 製鉄所から排出される廃棄物は、合計で2,520t/年

廃棄物溶融施設の計画処理量 方法書P2-8
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ごみ処理全体の流れ 方法書P2-13

15

ごみの種類・流れ共に第1期施設とほぼ同様（ごみ量は安房地域2市1町分増加）

７自治体中間処理施設

不燃残渣
粗大３品目

（畳、ベッドマット

レス、布団）

溶融飛灰 最終処分場

資源化
スラグ

・メタル

資源化

可燃ごみ

（燃やせるごみ）
・家庭系及び事業系

・産業廃棄物

し渣、脱水汚泥

不燃ごみ
（燃やせないごみ）

粗大ごみ

資源ごみ

その他

㈱上総安房クリーンシステム

シャフト炉式ガス化溶融処理施設

日本製鉄㈱日本

製鉄所君津地区
・産業廃棄物

・一般廃棄物

製鉄所



廃棄物溶融施設の処理フロー 内容 ：方法書P2-14～15
図表出典：事業説明会資料
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廃棄物溶融施設の処理フロー 方法書P2-14関連

◆シャフト炉式ガス化溶融炉
①ごみ、コークス、石灰石を投入
②乾燥・予熱帯でごみを乾燥・炭化
③溶融帯で酸素（空気）を供給することで

1,700～1,800℃程度の高温で溶融
④溶融物は水砕槽で冷やされ

スラグ・メタルに分離
⑤分解ガスは二次燃焼室で燃焼

（燃焼熱は発電に利用）

◆シャフト炉の特長
・ごみ質・ごみ量の変動に柔軟に対応

・資源化の促進と最終処分量の削減

◆低炭素型シャフト炉式ガス化溶融炉
・補助燃料のコークス使用量を

従来型の1/2 に削減し、
二酸化炭素排出量を低減

スラグ
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項目 第２期施設 【参考】第１期施設

公
害
防
止
に
係
る
自
主
基
準
値

排出ガス

ばいじん 0.01g/㎥N以下 0.01g/㎥N以下

硫黄酸化物 20ppm以下 20ppm以下

窒素酸化物 30ppm以下 30ppm以下

塩化水素 30ppm以下 30ppm以下

ダイオキシン類 0.1ng-TEQ/㎥N以下 0.1ng-TEQ/㎥N以下

水銀 30µg/㎥N以下 50µg/㎥N以下

騒音

朝(6時～8時) 
夕(19時～22時) 65dB以下 65dB以下

昼間(8時～19時) 70dB以下 70dB以下

夜間(22時～6時) 60dB以下 60dB以下

振動
昼間(8時～19時) 65dB以下 65dB以下

夜間(19時～8時) 60dB以下 60dB以下

悪臭

特定悪臭

物質濃度
敷地境界排

出口
悪臭防止法で

定める規制基準
悪臭防止法で

定める規制基準

臭気指数
敷地境界 13以下 13以下

排出口 33以下 33以下

公害防止計画 方法書P2-16～18、資-9

第1期施設と同程度で自主基準値を設定（法規制値より厳しい基準）
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物質 主な排ガス処理対策

ばいじん バグフィルタによる捕集

硫黄酸化物

塩化水素
乾式消石灰吹き込みによる除去

窒素酸化物 燃焼制御による発生抑制及びアンモニアによる触媒脱硝

ダイオキシン類

・二次燃焼室で2秒以上の滞留、撹拌効率の良い空気吹込み

・廃熱ボイラ及びエコノマイザにより、短時間に冷却し、

集じん装置入口で200℃未満とする

・バグフィルタ前で消石灰と活性炭吹き込みにより吸着し、

バグフィルタで除去

水銀 バグフィルタ前で活性炭吹き込みにより吸着し、バグフィルタで除去

◆排ガスモニタリング

・煙突排ガス中の硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじん、塩化水素、酸素、
一酸化炭素濃度等を監視

◆煙突排ガス処理対策

公害防止計画（大気汚染の防止） 方法書P2-19～20
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区分 主な内容

騒音対策

・設備機器類 ： 低騒音型機器を使用し、基本的に建屋内へ配置

騒音の大きな設備機器類は内側に吸音処理を施した独立部屋に収納

・工場棟出入口： シャッターを設け、可能な限り閉鎖

振動対策

・設備機器類： 低振動型機器を使用

振動の著しい設備機器類は、基礎構造を強固にするとともに、

必要に応じて基礎部への防振ゴム設置等の防振対策

公害防止計画（水質汚濁、騒音・振動の防止）

◆水質汚濁防止対策

◆騒音・振動防止対策

方法書P2-20～21

区分 主な内容

排水

・生活排水及びプラント排水は施設内で再利用し、
公共用水域への放流を行わない
（敷地内に降った雨水は敷地内の側溝で集水し、敷地外の水路へ放流）
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公害防止計画（悪臭の防止）

区分 主な内容

悪臭対策

・廃棄物の保管場所、処理設備等は建屋内への配置を基本とし

搬入や荷下ろし等の作業を屋内で行う

・プラットホームの出入口にエアカーテン等を設置し

搬出入時以外は可能な限りシャッターで外部と遮断

・ごみピット、プラットホームの空気をシャフト炉の燃焼用空気として

炉内に吹き込むことで、ごみピット・プラットホーム等を負圧に保つ

とともに、燃焼により臭気成分を分解

・休炉時はごみピット内を脱臭装置により吸引するほか、

必要に応じて、ごみピット、プラットホームに消臭剤を噴霧

◆悪臭防止対策

方法書P2-21
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公害防止計画（土壌汚染の防止）

◆土壌汚染防止対策

区分 主な内容

土壌汚染
対策

廃棄物

受入体制

・受入れ場所は、建屋内設置のコンクリート構造のごみピット

・ごみから発生するごみ汚水は、ごみ汚水貯留槽（コンクリー

ト構造物・不浸透性）で貯留し、排水処理を行った後、燃焼室

内噴霧

・ごみピットやごみ汚水貯留槽は、

汚水が土壌中へ浸透・流出しない構造

灰搬出体制
・飛灰は、建屋内設置の処理設備において、

飛灰中に含まれる重金属等が溶出しないよう安定化処理

方法書P2-21～22
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環境保全計画

区分 主な内容

緑化計画
・県自然環境保全条例に基づき、緑地率は10％以上（約26％を予定）を確保

地域環境に配慮した緑豊かな環境づくり

景観計画
・建物の長大感や威圧感の低減を図り、周辺環境との調和を重視したイメージ

となるよう計画し、地域に親しまれるデザイン

余熱利用

計画

・蒸気タービンを採用し、廃棄物発電を行う

発電した電気は、場内利用のほか余剰が発生する場合は電力会社へ売却

・発電効率は23％を確保 （第1期施設は12％程度）

温室効果
ガス削減

計画

・熱回収施設の設備機器、管理棟の照明や空調設備は

省エネルギー型の採用に努める

方法書P2-22～23
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廃棄物受入計画 方法書P2-23

項目 内容

受入時間

〇許可車両及び一般車両

〇直営車両及び委託車両

月～土曜日（祝日含む） 8:30～16:30
月～土曜日（祝日含む） 8:30～17:30

施設稼働時間 24時間連続運転

車両区分 車両台数（平均値）

搬入車両 202台/日

搬出車両 8台/日

◆廃棄物受入計画

◆搬入出車両台数（片道台数）

注）第１期事業における搬入出車両台数（片道台数） 搬入 208台/日、 搬出 7台/日
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廃棄物運搬車両等ルート 方法書P2-23～25関連

● 対象事業実施区域

主要搬入道路

搬入市町 主要搬入道路

富津市

大貫青堀線（県道157号）→
富津市道二間塚汐入線→
富津市道汐入線

木更津市、
君津市、

袖ケ浦市

国道16号線→
主要地方道木更津富津線
（県道90号）

鴨川市、

南房総市、
鋸南町

館山自動車道→
木更津南ジャンクション→
国道16号線→
主要地方道木更津富津線
（県道90号）
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項目 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

準備・整地工事

建築建設工事

プラント工事

外構・植栽工事

試運転

供用開始

工事計画 方法書P2-24関連

◆工事工程

2023年 9月～ 準備・整地工事開始予定

26

◆工事用車両走行ルート

・主に国道16号から主要地方道木更津富津線（県道90号）を利用



工事中の主な環境保全対策 方法書P2-26

区分 主な内容

大気汚染対策
・低公害車や低燃費車を可能な限り使用し、エコドライブの実践

・車両が集中しないように工程等の管理や配車の計画

粉じん対策

・重機稼働等による砂埃の巻き上げや土砂の飛散を防止するため、

施工区域周辺を防砂ネットやフェンス等で囲う

・適宜散水を行い、掘削土を仮置きする場合はシートにより養生

濁水対策

・工事改変区域内の雨水を沈砂池・沈殿槽等に集水し、濁りを沈降させた後、

公共用水域へ放流

・土壌汚染が認められる区域から流出する雨水及び掘削工事の際に生じる

湧水は、水処理施設により処理をしたうえで公共用水域へ放流

・濁水等の排水については管理値を設定し、水質を確認してから排水

土壌汚染対策 ・掘削土は、原則として場内で再利用

廃棄物対策

・廃棄物処理法、建設リサイクル法、その他関係法令等を遵守し、分別・再

利用に努め、処分を行うものについては処分業者へ委託し適切な処理

・廃棄物の発生を最小限に抑制するため、再利用が容易な材料の使用
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目次

１ 対象事業の名称、目的、内容
（方法書第2章）

２ 対象事業実施区域及びその周囲の概況
（方法書第３章）

３ 環境影響評価の項目（方法書第５章）

４ 調査・予測及び評価の手法（方法書第５章）
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対象事業実施区域及びその周囲の概況１

項目 対象事業実施区域及びその周囲の概況

大気質

・2018年度の君津人見測定局、富津下飯野測定局において、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮

遊粒子状物質、微小粒子状物質はいずれも環境基準等を達成しているが、光化学オキシ

ダントは環境基準が達成されていない

・2018年度の君津市久保測定局においてダイオキシン類及び有害大気汚染物質は、いずれ
も環境基準を達成

水質

◆ 河川及び海域（2018年度、ダイオキシン類は2015、2016年度）

・河川は、県公共用水域の小糸川（人見橋）で溶存酸素（DO）が環境基準を超過している時

もあるが、それ以外のすべての項目は環境基準を達成

また、市が測定している小糸川（人見大橋）は、すべての項目で環境基準を達成しており、

環境基準が設定されていない百目木川、西新川、川名川では、西新川においてBODと大

腸菌群数が高い以外は、概ね良好な水質

・海域は、東京湾17（君津航路）、東京湾18（富津航路）のpHで環境基準を超過している時も

あるが、それ以外の項目は環境基準を達成

◆ 地下水

・富津市大堀（継続監視調査：2014～2018年度）では、2016、2018年度でテトラクロロエチ

レンが環境基準を超過しているが、それ以外の年度はすべての項目で環境基準を達成

・富津市上飯野（概況調査：2018年度）では、すべての項目で環境基準を達成

水底の
底質

2016年度の小糸川（人見橋）及び海域の東京湾17（君津航路）のダイオキシン類は環境基

準を達成

方法書P3-1～3-22
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対象事業実施区域及びその周囲の概況２ 方法書P3-23～3-46

項目 対象事業実施区域及びその周囲の概況

騒音

◆環境騒音

・大堀2区集会所（富津市大堀）、富津連絡所（富津市青木）で昼間の環境基準を

達成しているが、夜間の環境基準は超過

・富津小学校（富津市富津）では、昼間・夜間のいずれも環境基準を達成

◆道路交通騒音

・一般国道16号（富津市青木）、主要地方道木更津富津線（富津市新井）、

市道川岸富津公園線（富津市青木）において、いずれも環境基準を達成

振動・悪臭 各市の環境白書等を確認したところ、調査を実施したとする記録はなし

土壌

・土壌汚染対策法に基づく形質変更時要届出区域として、富津市新富で2か所、

君津市君津で6か所が、ふっ素、砒素、鉛及びその化合物の

特定有害物質により指定

・2017年度に大堀1区集会所（富津市大堀）でダイオキシン類に係る調査が行われて

おり、環境基準を達成

植物

・対象事業実施区域の植生は「工場地帯」に該当

・南西約5kmの富津岬には、千葉県指定天然記念物として

「富津州海浜植物群落地」があり、富津干潟にはアマモ場が分布

・対象事業実施区域及びその周辺で確認されている植物は159種

（「保護上重要な種」は60種）
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対象事業実施区域及びその周囲の概況３ 方法書P3-47～3-74

項目 対象事業実施区域及びその周囲の概況

動物

・対象事業実施区域及び周辺は主に工業地帯

・周辺の海域には干潟や藻場がみられる

・対象事業実施区域及び周辺で確認されている動物：

哺乳類で13種、鳥類で92種、両生類で7種、爬虫類で2種、昆虫類で247種、

魚類で44種、底生動物で77種

（「保護上重要な種」は哺乳類で5種、鳥類で48種、両生類で6種、爬虫類で2種、

昆虫類で182種、魚類で8種、底生動物で36種）

景観

・主要な眺望点：

【南西側】 富津岬明治百年記念展望塔、中の島展望塔、富津海岸、

富津みなと公園

【南東側】 市民ふれあい公園、人見神社

・主要な景観資源：富津岬、東京湾と富士山、東京湾岸の京葉工業地帯など

人と自然との
触れ合いの
活動の場

・主要な人と自然との触れ合い活動の場：

【南西側】 富津公園、富津海岸、富津海水浴場、富津埋立記念館

【南東側】 市民ふれあい公園、内裏塚古墳、小糸川沿岸歩行者専用道、

人見神社、君津市漁業資料館
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段
階

活動要素の区分
選定
結果

選定する理由又は選定しない理由

工
事
の
実
施

切土又は盛土 ○ 地盤嵩上げのための盛土を行うため

工作物の撤去又は廃棄 × 事業実施区域内に既存の工作物等はないため

資材又は機械の運搬 ○ 工事に伴い資材や機械の運搬を行うため

仮設工事 ○ 仮設工事を行うため

基礎工事 ○ 施設の設置にあたり基礎工事を行うため

施設の設置工事 ○ 施設の設置工事を行うため

活動要素及び選定理由（その１） 方法書P5-2

注） ○は活動要素として選定した項目、×は選定しなかった項目
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段
階

活動要素の区分
選定
結果

選定する理由又は選定しない理由

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用

施設の存在等 ○ 施設が設置されるため

ばい煙又は粉じんの
発生

○ 廃棄物の溶融によりばい煙が発生するため

排出ガス（自動車等） ○ 廃棄物運搬車両の走行により排出ガスが発生するため

排水 ×
工程排水及び生活排水は、場内で処理後再利用を行い公
共用水域への放流はないため

騒音もしくは超低周波音
又は振動の発生

○
騒音及び振動発生機器の設置並びに廃棄物運搬車両の
走行により、騒音及び振動の発生が考えられるため

悪臭の発生 ○ 施設の稼働に伴い悪臭の発生が考えられるため

廃棄物の発生 ○ 施設の稼動に伴い溶融飛灰等の廃棄物が発生するため

工作物の撤去又は廃棄 ×
施設に係る工作物については、撤去又は廃棄の計画がな
いため

活動要素及び選定理由（その２） 方法書P5-2

注） ○は活動要素として選定した項目、×は選定しなかった項目 34



活動要素の区分

環境要素の区分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

切
土
又
は
盛
土

資
材
又
は
機
械
の
運
搬

仮
設
工
事

基
礎
工
事

施
設
の
設
置
工
事

施
設
の
存
在
等

ば
い
煙
又
は
粉
じ
ん
の

発
生

排
出
ガ
ス
（
自
動
車
等
）

騒
音
も
し
く
は
超
低
周

波
音
又
は
振
動
の
発
生

悪
臭
の
発
生

廃
棄
物
の
発
生

環境の自然的
構成要素の良
好な状態の保
持を旨として調
査 、 予 測 及 び
評 価 さ れ る べ
き環境要素

大気質 硫黄酸化物 ○

窒素酸化物 × ○ × × × ○ ○

浮遊粒子状物質 × ○ × × × ○ ○

粉じん ○ ○ ○ ○

有害物質
(塩化水素）

○

光化学
オキシダント

×

ダイオキシン類 ○

その他の物質
(水銀）

○

環境影響評価項目の選定（その１）

注１ ○は選定した項目であること、×は選定しなかった項目
注２ 網掛けは、一般的な内容で事業が実施された場合、活動要素の区分の各欄に掲げる要素により影響を

うける環境要素

方法書P5-3
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活動要素の区分

環境要素の区分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

切
土
又
は
盛
土

資
材
又
は
機
械
の
運
搬

仮
設
工
事

基
礎
工
事

施
設
の
設
置
工
事

施
設
の
存
在
等

ば
い
煙
又
は
粉
じ
ん
の
発
生

排
出
ガ
ス
（
自
動
車
等
）

騒
音
も
し
く
は
超
低
周
波

音
又
は
振
動
の
発
生

悪
臭
の
発
生

廃
棄
物
の
発
生

環境の自然的
構成要素の良
好 な状 態の 保
持を旨として調
査、予測及び評
価されるべき環
境要素

水質 生物化学的酸素要求量 ×

化学的酸素要求量 ×

水素イオン濃度 ○ ○ ○ ×

浮遊物質量 ○ ○ ○ ×

全窒素、全りん ×

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質
溶存酸素量
大腸菌群数
全亜鉛

×

有害物質等
（ふっ素、砒素）

○ ○ ○ ×

ダイオキシン類
その他の項目

×

環境影響評価項目の選定（その２） 方法書P5-3
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活動要素の区分

環境要素の区分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

切
土
又
は
盛
土

資
材
又
は
機
械
の
運
搬

仮
設
工
事

基
礎
工
事

施
設
の
設
置
工
事

施
設
の
存
在
等

ば
い
煙
又
は
粉
じ
ん
の
発
生

排
出
ガ
ス
（
自
動
車
等
）

騒
音
も
し
く
は
超
低
周
波
音

又
は
振
動
の
発
生

悪
臭
の
発
生

廃
棄
物
の
発
生

環境の自然的
構成要素の良
好な状態の保
持 を 旨 と し て
調査、予測及
び評価される
べき環境要素

水文環境 × × × ×

騒音及び超低周波音 ○ ○ ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○ ○ ○ ○

悪臭 ○

地形及び地質等 × × × ×

地盤 × ×

土壌 ○ ○

風害、光害及び日照阻害 ×

環境影響評価項目の選定（その３） 方法書P5-3
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活動要素の区分

環境要素の区分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

切
土
又
は
盛
土

資
材
又
は
機
械
の
運
搬

仮
設
工
事

基
礎
工
事

施
設
の
設
置
工
事

施
設
の
存
在
等

ば
い
煙
又
は
粉
じ
ん
の
発
生

排
出
ガ
ス
（
自
動
車
等
）

騒
音
も
し
く
は
超
低
周
波
音

又
は
振
動
の
発
生

悪
臭
の
発
生

廃
棄
物
の
発
生

生物の多様性の確保及び
自然環境の体系的保全を
旨として調査、予測及び
評価されるべき環境要素

植物 × × × × ×

動物 × × × × ×

陸水生物 × × × × ×

生態系 × × × × ×

海洋生物 × × × ×

人と自然との豊かな触れ
合いの確保を旨として調
査、予測及び評価される
べき環境要素

景観 ○

人と自然との
触れ合いの
活動の場

× ×

環境影響評価項目の選定（その４） 方法書P5-4
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活動要素の区分

環境要素の区分

工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用

切
土
又
は
盛
土

資
材
又
は
機
械
の
運
搬

仮
設
工
事

基
礎
工
事

施
設
の
設
置
工
事

施
設
の
存
在
等

ば
い
煙
又
は
粉
じ
ん
の
発
生

排
出
ガ
ス
（
自
動
車
等
）

騒
音
も
し
く
は
超
低
周
波
音

又
は
振
動
の
発
生

悪
臭
の
発
生

廃
棄
物
の
発
生

環境への負荷
の量の程度に
より予測及び
評価されるべ
き環境要素

廃棄物 ○ ○ ○ ○

残土 ○ ○ ○

温室効果
ガス等

二酸化炭素 ○ ○

一酸化二窒素 ○ ○

メタン ○ ○

環境影響評価項目の選定（その５） 方法書P5-4
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

大気質の状況
降下ばい じん
量 対象事業実施区域

内1地点

現地調査による

試料の採取・分析

1ヶ月/季

×4季

気象の状況
地上気象
（風向、風速）

風向風速計による
観測

1年間連続

予
測降下ばいじん量

対象事業実施区域
の南東側敷地境界

道路環境影響評
価の技術手法（国
土交通省）による
予測

降下ばいじん
量への影響が
最大となる時
期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか
検証することにより評価

・降下ばいじんに係る参考値（道路環境影響評価の技術手法）と予測結果を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（大気質１ 建設機械の稼働による粉じん等）

方法書P5-13～16
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調査、予測及び評価の手法
（大気質１ 建設機械の稼働による粉じん等）

方法書P5-13～16

対象事業実施区域

● 降下ばいじん量・

地上気象調査地点
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

大気質の状況
窒素酸化物
浮遊粒子状物質

君津人見大気環境常
時測定局

観測データを
収集

1年間連続

気象の状況
地上気象
（風向、風速）

道路及び交通の
状況

道路の形状、交通
量・走行速度等

主要な走行ルートを対
象 代表的な 1地点

現地観測
平日の1日
24時間

予
測

・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質
（年間の長期平均濃度）

主要な走行ルート沿
道 代表的な 1地点
（道路端から150mまで
の範囲）

大 気 拡 散 シ
ミュレーション
による予測

工事用車両
台数が最も
多 く な る 時
期（1年間）

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか
検証することにより評価

・二酸化窒素、浮遊粒子状物質について、予測結果と環境基準等を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（大気質２ 工事用車両の走行による沿道大気質）

方法書P5-17～21
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調査、予測及び評価の手法
（大気質２ 工事用車両の走行による沿道大気質）

◎ 対象事業実施区域

工事用車両主要走行ルート

○ 道路・交通の状況調査地点、

● 大気質・気象調査地点

方法書P5-17～21

主要地方道木更津
富津線（県道90号）
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

大気質
の状況

・二酸化硫黄
・窒素酸化物
・浮遊粒子状物質
・塩化水素
・水銀
・ダイオキシン類

君津人見、富津下飯野
大気環境常時測定局

測定データの収
集

最新の
過去10年間

対象事業実施区域内
1地点 現 地 測 定 及 び

試料の採取・分
析

7日間/季
×4季

周辺地域2地点

気象の
状況

地上気象
（風向、風速、気温、
湿度、日射量、放射
収支量）

君津人見、富津下飯野
大気環境常時測定局

測定データの収
集

最新の
過去11年間

対象事業実施区域内
1地点

風向 風 速 計等
による観測

1年間連続

上層気象
（風向、風速、気温） 同上 1地点

低層ＧＰＳゾン
デ

7日間/季
×4季

調査、予測及び評価の手法
（大気質３ 廃棄物処理施設の稼働による大気質）

方法書P5-22～32
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

予
測

（長期平均濃度）
・二酸化硫黄
・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質
・水銀
・ダイオキシン類 ・面的な濃度分布

・最大着地濃度地
点

・現地調査地点等

大気拡散シミュレーショ
ンによる予測

施設が定常の稼働状
態となった時期
（1年間）

（短期高濃度）
・二酸化硫黄
・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質
・塩化水素

以下の気象条件ごとに
予測
① 大気不安定時
② 上層逆転層発生時
③ 接地逆転層崩壊時
④ ダウンウオッシュ時
⑤ ダウンドラフト時

予測条件として設定し
た気象条件の出現時

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか検
証することにより評価

・二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質等の予測結果と環境基準等とを対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（大気質３ 廃棄物処理施設の稼働による大気質）

方法書P5-22～32
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調査、予測及び評価の手法
（大気質３ 廃棄物処理施設の稼働による大気質）

方法書P5-22～32

◎ 対象事業実施区域

○ 大気質・気象（地上気象）調査地点

□ 大気質調査地点

● 大気質・気象（地上気象・上層気象）

調査地点
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

大気質の状況
窒素酸化物
浮遊粒子状物質

市民ふれあい公園内
ビジターセンター

現地測定
7日間/季
×4季

気象の状況
地上気象
（風向、風速）

君津人見大気環境
常時測定局

観測データ
を収集

1年間連続

道路及び交通
の状況

道路の形状、交通
量・走行速度等

主要な走行ルートを対
象 代表的な2地点

現地観測
平日の1日
24時間

予
測

・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質
（年間の長期平均濃度）

主要な走行ルート沿道
代表的な2地点
（道路端から150mまで
の範囲）

大 気 拡 散 シ
ミュレーション
による予測

施設が定常
の稼働状態
となった時期
（1年間）

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか
検証することにより評価

・二酸化窒素、浮遊粒子状物質について、予測結果と環境基準等とを対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（大気質４ 廃棄物運搬車両の走行による沿道大気質）

方法書P5-33～37
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調査、予測及び評価の手法
（大気質４ 廃棄物運搬車両の走行による沿道大気質）

◎ 対象事業実施区域

廃棄物運搬車両主要走行ルート

○ 道路・交通の状況調査地点、

● 大気質・気象調査地点

□ 大気質調査地点

方法書P5-33～37

主要地方道木更津
富津線（県道90号）

富津市道汐入線
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調査、予測及び評価の手法
（水質 工事の実施による水質）

項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

水質等の
状況

・浮遊物質量
・水素イオン濃度
・ふっ素、砒素 ほか 新富水路の排水

地点下流1地点

試料の採取、分析 晴天時に4回
（季）引き潮時

降雨時に2回
流況等の
状況

流速、流量等 現地測定

気象の
状況

降水量
木更津地域気象
観測所

降水量データの
収集

最新の過去10年
間

土粒子の状況等
対象事業実施区
域内 表層1地点

土砂沈降試験 1回

予
測

・浮遊物質量
・水素イオン濃度
・ふっ素、砒素

新富水路の排水
地点下流1地点

現地調査結果、濁
水防止対策 等 の
内容を勘案し、定
性的に予測

工事の影響が最
大となる時期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか検
証することにより評価

・水質の予測結果を、環境基準等と対比して評価

方法書P5-38～42
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調査、予測及び評価の手法
（水質 工事の実施による水質）

◎ 対象事業実施区域

○ 水質調査地点（新富水路）

● 土粒子の状況調査地点

方法書P5-38～42
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調査、予測及び評価の手法
（騒音・超低周波音１ 工事の実施に伴う建設機械の稼働による騒音、

廃棄物処理施設の稼働による騒音、超低周波音）

項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

騒音の状況 環境騒音レベル

南東側敷地境界1地点 現地測定
平日の1日
24時間低周波音の

状況
超低周波音含む

予
測

建設機械の稼働による騒音レベ
ル

対象事業実施区域から
100ｍの範囲

・面的な騒音レベルの
分布

・敷地境界上の最大地
点

伝 播 理 論 計 算
式による予測

騒 音 の 影 響
が最大となる
時期

施設の稼働による騒音レベル
施 設 が 定 常
の 稼 働 状 態
となった時期

施設の稼働による低周波音 敷地境界付近
現地測定結果、
類 似 事 例 の 引
用により、予測

同上

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか
検証することにより評価

・騒音規制法、富津市環境条例の規制基準と予測結果を対比して評価
・「低周波音防止対策事例集（環境省）」記載の参考値等を踏まえ、評価

方法書 P5-43～45

P5-50～52
P5-57～58
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調査、予測及び評価の手法
（騒音・超低周波音１ 工事の実施に伴う建設機械の稼働による騒音、

廃棄物処理施設の稼働による騒音、超低周波音）

対象事業実施区域

調査範囲

○ 騒音、低周波音調査地点
（建設機械の稼働、

廃棄物処理施設の稼働）

方法書P5-43～45
P5-50～52
P5-57～58
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

騒音の状況 騒音レベル 工事用車両の主要な
走行ルートを対象
代表的な 1地点

廃棄物運搬車両
代表的な 2地点

現地測定
平日の1日
24時間道路及び交通

の状況

道路の形状、交
通 量 ・ 走 行 速 度
等

予
測

工事用車両の走行による等価騒
音レベル

主要な走行ルート沿
道
代表的な 1地点 日本音響学会

式による予測

工事用車両台
数が最も多くな
る時期
（ピーク日）

廃棄物運搬車両の走行による等
価騒音レベル

〃
代表的な 2地点

施設が定常の
稼 働 状 態 と
なった時期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか
検証することにより評価

・環境基準と予測結果を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（騒音・超低周波音２ 工事用車両の走行による道路交通騒音、

廃棄物運搬車両 〃 ）

方法書 P5-46～49

P5-53～56           
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◎ 対象事業実施区域

工事用車両主要走行ルート

○ 道路・交通の状況調査地点、

道路交通騒音調査地点

調査、予測及び評価の手法
（騒音・超低周波音２ 工事用車両の走行による道路交通騒音）

方法書P5-46～49           

主要地方道木更津
富津線（県道90号）
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◎ 対象事業実施区域

廃棄物運搬車両主要走行ルート

○ 道路・交通の状況調査地点、

道路交通騒音調査地点

調査、予測及び評価の手法
（騒音・超低周波音２ 廃棄物運搬車両の走行による道路交通騒音）

方法書P5-53～56           

主要地方道木更津
富津線（県道90号）

富津市道汐入線
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

振動の状況 環境振動レベル 南東側敷地境界1地点 現地測定
平日の1日
24時間

地盤、土質の状況等
対象事業実施区域及び
周辺

既存資料等に
よる調査

―

予
測

建設機械の稼働による振動レ
ベル

対象事業実施区域から
100ｍの範囲

・面的な振動レベルの分
布

・敷地境界上の最大地点

伝播理論計算
式による予測

振 動 の 影 響
が最大となる
時期

施設の稼働による振動レベル
施 設 が 定 常
の 稼 働 状 態
となった時期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されている
か検証することにより評価

・振動規制法、富津市環境条例の規制基準と予測結果を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（振動１ 工事の実施に伴う建設機械の稼働による振動、

廃棄物処理施設の稼働 〃 ）

方法書P5-59～61
P5-66～68           
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対象事業実施区域

調査範囲

○ 振動調査地点
（建設機械の稼働、

廃棄物処理施設の稼働）

調査、予測及び評価の手法
（振動１ 工事の実施に伴う建設機械の稼働による振動、

廃棄物処理施設の稼働 〃 ）

方法書P5-59～61
P5-66～68           
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

振動の状況 振動レベル 工事用車両の主要
な走行ルートを対象
代表的な1地点

廃棄物運搬車両
代表的な2地点

現地測定等

平日の1日
24時間

道 路 及 び 交 通
の状況

道路の形状、交通
量・走行速度等

地 盤 及 び 土 質
の状況

地盤卓越振動数等 1回

予
測

工事用車両の走行による振動レベル
主要な走行ルート沿
道
代表的な1地点

道路環境影響
評価の技術手
法 （ 国 土 交 通
省）による予測

工事用車両台
数が最も多くな
る時期
（ピーク日）

廃棄物運搬車両の走行による振動レ
ベル

〃
代表的な2地点

施設が定常の
稼 働 状 態 と
なった時期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか検
証することにより評価

・道路交通振動の要請限度と予測結果を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（振動２ 工事用車両の走行による道路交通振動、

廃棄物運搬車両 〃 ）

方法書P5-62～65
P5-69～72           
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◎ 対象事業実施区域

工事用車両主要走行ルート

○ 道路・交通の状況調査地点、

道路交通振動調査地点

調査、予測及び評価の手法
（振動２ 工事用車両の走行による道路交通振動）

方法書P5-62～65           

主要地方道木更津
富津線（県道90号）
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◎ 対象事業実施区域

廃棄物運搬車両主要走行ルート

○ 道路・交通の状況調査地点、

道路交通振動調査地点

調査、予測及び評価の手法
（振動２ 廃棄物運搬車両の走行による道路交通振動）

方法書P5-69～72

主要地方道木更津
富津線（県道90号）

富津市道汐入線
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

悪臭の
状況

・特定悪臭物質の濃度
（22物質）
・臭気濃度（臭気指数）

対象事業実施区
域内 1地点
周辺地域 3地点

現地調査による試料
の採取・分析

夏季・冬季
各1回

気象の
状況

地上気象
（風向、風速、気温等） 対象事業実施区

域内 1地点

風向風速計等による
観測

1年間連続

上層気象
（風向、風速、気温）

低層GPSゾンデ
7日間/季
×4季

予
測

・特定悪臭物質の濃度
・臭気濃度

・敷地境界
・最大着地濃度地
点

・現地調査結果、悪臭
防止対策の内容等を
勘案し、定性的に予
測

・大気拡散シミュレー
ションによる予測

施設が定常の
稼 働 状 態 と
なった時期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されているか検
証することにより評価

・悪臭防止法、富津市環境条例の規制基準等と予測結果を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（悪臭 廃棄物処理施設等からの悪臭）

方法書P5-73～78           
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◎ 対象事業実施区域

○ 悪臭調査地点

● 悪臭・地上気象・上層気象調査地点

調査、予測及び評価の手法
（悪臭 廃棄物処理施設等からの悪臭）

方法書P5-73～78           
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

土壌汚染の
状況

・土壌の汚染に係
る環境基準に定
め る 物 質 （ 29 物
質）
・ダイオキシン類

対象事業実施区
域内

現地調査による
試料の採取・分
析

1回

地形・地質及び地下水位の状況
地歴、土地利用の状況等

対象事業実施区
域及び周辺

既 存 資 料 等 に
よる調査

―

予
測土地の改変等による影響

対象事業実施区
域

現地調査結果、
事業計画、環境
保 全 対 策 の 内
容等を勘案し、
定性的に予測

土地の改変等に
より影響が生じる
と想定される時期

評
価

・事業者として実行可能な範囲で、環境影響ができる限り回避され、又は低減されている
か検証することにより評価

・環境基準等と予測結果を対比して評価

調査、予測及び評価の手法
（土壌汚染 工事の実施による土壌汚染）

方法書P5-79～82          
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・対象事業実施区域は埋立地であり、近傍
の区域が土壌汚染対策法に基づく形質
変更時要届出区域 （ふっ素、砒素及びそ
の化合物など）に指定されている。

・土地借用に先立ち調査を実施しており、
ふっ素及び砒素で環境基準の一部超過
を確認している。

調査、予測及び評価の手法
（土壌汚染 工事の実施による土壌汚染）

方法書P5-79～82          

対象事業実施区域

土壌汚染調査地域
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

調
査

主要な眺望点
対象事業実施区域
から4㎞の範囲内に
ある主要な眺望点
3地点

写真撮影、
現地踏査 2季

（着葉、落葉季）
主要な眺望景観の状況

地域の景観の特性
既存資料等に
よる調査

予
測

主要な眺望点の眺望景観
の変化、
地域の景観特性の変化

同上

廃棄物処理施
設 を 合 成 し た
モンタージュ写
真を作成し、予
測

供用開始後、植
栽等により修景
が完了した時点

評
価

事業者として実行可能な範囲で、景観への影響ができる限り回避され、又は低減さ
れているか検証することにより評価

調査、予測及び評価の手法
（景観 施設の存在等による景観）

方法書P5-83～85          
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◎ 対象事業実施区域

○ 景観調査地点

調査、予測及び評価の手法
（景観 施設の存在等による景観）

方法書P5-83～85           
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

予
測

工事の実施に伴い

発生する廃棄物の種類ごとの
発生量、排出量、発生量の抑
制の量及び有効利用の量

対象事業
実施区域

工事計画に基づき、
発生原単位等を参
考に、

廃棄物の種類ごと
に発生量及び排出
量等を予測

工事開始から
工事終了まで
の全期間

施設の稼働に伴い

発生する廃棄物の種類ごとの
発生量、排出量、発生量の抑
制の量及び有効利用の量

施設の稼働計画に
基づき、

廃棄物の種類ごと
に発生量及び排出
量等を予測

施設の稼働が
定 常 状 態 と
なった時期の
1年間

評
価

廃棄物の発生量の抑制方法や、発生した廃棄物の有効利用方法、処理が必要と
なった廃棄物の適正な処理方法等について、評価

調査、予測及び評価の手法
（廃棄物 工事の実施、供用時の廃棄物）

方法書P5-86～87          
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項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

予
測

工事に伴い発生する土砂等
（発生土）及び区域外に搬出す
る土砂等（残土）の量

対象事業
実施区域

工事計画に基づき、
発生土及び残土の量
を予測
（区域内での有効利
用等を原則として検
討する）

工事開始から工
事終了までの全
期間

評
価

発生土の量の抑制方法や、再利用方法、処分が必要となった残土の適正な処理方法等
について、評価

項目 地域・地点 基本的な手法 時期等

予
測

施設の稼働による
温室効果ガスの発生量 対象事業

実施区域及び
その周辺

「温室効果ガス総
排出量算定方法
ガイドライン」（環
境省）を参考に、
定量的に予測

施設の稼働が定常
状態に達し、温室
効果ガスの排出量
及び削減量が適切
に把握できる時期

廃棄物運搬車両の走行による
温室効果ガスの発生量

評
価

温室効果ガスの排出量の抑制方法について、評価

調査、予測及び評価の手法
（残土 工事の実施による残土）

（温室効果ガス 施設の稼働、廃棄物運搬車両の走行による温室効果ガス）

方法書P5-88～90          
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